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一

　

は

じ

め

に

　
三

論

学
派
の

代

表
的
な

学
説
に

「

約
教
二

諦
」

が

あ
る

。

し

か

し
、

そ
の

創
唱
者
を

め

ぐ
っ

て

は
、

二

説
の

見
解
が

学
界
に

提
畠
さ

れ
て

い

る
。

　一

つ

は
、

約

教
二

諦
説
が

建
康
郊
外
の

摂
山
に

住
し

た

僧

朗
（
？

1
四

九
五

〜
五
一

ニ

ー
爭

し

に

端
を

発
し

て

吉
蔵
（
五

四
九

ー
六
二

三
）

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（

乙

と

受
け
継
が

れ

た

と

す
る

も

の

で

あ
り

、

も

う
一

つ

は
、

僧
朗
以

前
に

建

康
や

広
州
の

南
地
で

活

躍
し

、

『

成

実
論
義
疏
』

（
現

存
せ

ず
）

の

作

者
お

よ

び

『

涅

槃
経

集

解
』

の

注
釈

者
の
一

人

と

し

て

著

名
な

大

亮

（

？

i
四

六
五

〜

匹

七
一
）

に

よ
っ

て

唱
え
出
さ

れ

た

と

す
る

も
の

で

あ

（
2）る

。

　

本
稿
で

は
、

吉
蔵
の

全

著
作
中

、

大
亮
に

関
説
す
る

箇
所
を

網
羅
的

に

抽
出

・

調
査
す
る

こ

と

で
、

一一一

論
学
派
に

お

け
る

約
教
二

諦
説
の

創

唱
者
を
め

ぐ
る

問
題
を

再
検
討
し
た
い

。

こ

れ

に

よ
っ

て
、

吉
蔵
が

南

朝
時
代
の

仏
教
教
理

を

如
何
に

批
判
し
超
克
し

た
の

か
、

そ

の
一

端
を

知
る

こ

と

が

で

き
る

。

　

　

二

　
大

亮
が

僧
亮
や

道
亮
と

呼
ば
れ
る

こ

と

に
つ

い

て

　

先
行
研
究
に

よ

れ
ば

、

大
亮
は

、

僧
亮
と

も
道
亮
と
も

呼
称
さ
れ

る

　

　

　

　
（

3
）

人

物
で

あ

る
。

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

4）

　

建、
兀

寺
の

法
期
が

編
纂
し
た

と

考
え
ら
れ

て

い

る

『

浬
槃
経
集

解
』

の

注
釈
者
の

中
に

僧
亮
が
い

る
。

こ

の

僧
亮
を
天

台
の

灌

頂
（
五

六
一

−
六
三

二
）

や

三

論
の

吉
蔵
が

「

大

亮
」

と

呼
ん

で

い

る
こ

と

は
、

以

下
の

文
よ

り
明
ら
か
で

あ
ろ

う
。

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6）

吉
蔵

『

涅
槃
経
遊

郵

第
一

大

亮

師
、

明

浬

槃

無

翻
。

彼

云、

涅
槃

是
如

来
神
通

之

極
号、

常

楽
入

味

之

都

名
。

浬

槃

是

異

俗

之

名
。

名
有

楚
夏

。

前
後
互

崖
乃

有
三

名
。

浬
槃
正

是

中
天
竺

之
音

、

名
含

衆
義

。

此

方
無
一

名
以

訳
之

。

存
其

胡
本

焉
。

法
朗
編
『

涅
槃
経
集
解
』

巻
第
一

僧
亮
日

、

此

是

如
来

神
道
之

極

号
。

常
楽
八

味
之

都
名

。

涅
槃
是
異
俗
之

音
。

音
有
楚
夏

。

前
後
互
出
乃
有
三

名
。

謂

泥

沍、

涅
槃

、

泥
日

。

言
涅

槃
者

、

中
正
天
竺
之

音
也

。

名
含
衆

義
。

此
方
無
一

名
訳
之

。

存
其
胡
本

焉
。
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灌
頂
『

涅
槃
経
玄

藝

広
州
大
亮
云
、

一

名
含
衆
名

。

訳

家

所

以

不
翻

、

正

在

此

也
。

名

下

之

義、

可

作
異
釈

。

如
言
大
者

、

莫
先

為
義

。

一

切
諸
法

莫
先
於
此

、

又

大

常
也

。

又
大
是
神

通
之

極
号

、

常
楽

之
都

名
。

故

不
可
翻
也

。

　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
お　

法
朗
編
『

涅
槃
経
集
解
』

巻
第
一

僧
亮
敘
日

、

如
来
神
道
之
極

号
。

常

楽
入

味
之

都

名
。

而
此

異
俗
之

音
。

有
楚
夏
之

嬲
。

所
謂
涅
槃
泥
滬
泥
日

也
。

涅
槃
乃

中
正

天

竺

音
也

。

名
含

衆
義

。

　

ま

た
、

大
亮
が
道

亮
と
呼
ば

れ

る
こ

と

に

つ

い

て

は
、

以
下
の

『

高

僧
伝
』

の

記
事
が

参
考
に

な
る

。

　

釈

鋼
、

不
レ

知…
」

何
許

ノ

人
サ

ル

ヲ

カ

。

住
賦

京
師

ノ

北
多
宝
寺．〜

。

…

中
略
…

囓

　

調
州，〜

。

…

中
略
…

著
訊

成
実
論

義
疏
八

巻
→

。

（

大
正

五
〇
・

三

七
二

中
）

　
『

二

諦

義
』

『

四

論
玄
義
』

に

は
、

順
に

「

広
州
の

大
亮
」

「

北

多
宝

寺
の

広
州
大
亮
」

（
後
出）

と

あ
る

の

で
、

こ

の

大
亮
と
『

続
高
僧
松
』

所

載
の

道
亮
は

、

年
代
的
に
み

て

も
、

同
一

人
物
で

あ
る

と
考
え
ら

れ
る

。

　

以
上
よ

り
、

筆
者
も
大
亮
・

僧
亮
・

道

亮
が

同
じ

人
師
で

あ
る

と

理

解
し
た

い
。

（
以
下、

「

大
亮
」

で

統
一
）

三

　
大
亮
の

約
教
二

諦
説
に

対

す
る

吉
蔵
の

評
価

　

約
教
二

諦
説
は

、

古
蔵
の

独
翻
に
よ

る

も
の

で

は

な
い

。

こ

れ

は

先

行
研
究
に

お
い

て

も

衆
目
の
　

致
す
る

と

こ

ろ

で

あ
る

。

し
か

し
、

簡

題
は

、

三

論
学
派
に

お
け
る

約
教

に

あ

る
。

二

諦
説
の

創
唱
者
が

誰
か

と
い

う
点

次
二

明
耶

二

諦
ハ

是
レ

教
ノ

義
誘

ヲ
。

摂
嶺

興
皇

ヨ

リ

已
来、

並
テ

明
コ

ニ

諦
・

是
レ

三

論
学
派
に

お
け
る

約
教
二

諦
説
の

創
唱
者
を
め

ぐ
る

問
領

（
村
　
上

）

　

教
け

リ
ト
。

所
以

二

山
中

師
ノ

手
　
二

諦
疏
二

云
ク
、

二

諦
ト

ハ

者
乃

チ

是
レ

表
儲

ノ

中
道
→

　

之
妙
教

、

窮

統
ノ

文
言
→

之

極
説
ナ
リ

。

（

大
正

四

五
・

八

六
上
〜

中）

　

吉
蔵
は

、

三

論
学
派
に

お

け
る

約
教
二

諦

説
が

僧
朗
（

摂
嶺
）

ー
僧

詮
（
？

ー
五
五

七

／
五

五

八
、

山
中
）

↓
法
朗
（
五
〇

七

！
五

八
】
、

興
皇
）

よ

り
相
承
さ

れ

て

き
た
こ

と

を

強

調
す
る

。

　

と
こ

ろ

が
、

先
行
研
究
に

従
う
と

、

僧
朗
以

前
に

す
で

に

南
地
の

建

康
に

お
い

て

約
教
二

諦
説
を
唱
え
て

い

た
人

物
が
お

り
、

そ

れ

が

大
亮

で

あ
る

と
い

う
。

　

　
　
　

マ

マ

　

広

洲
ノ

大

高
ノ

釈
号

ニ

ニ

諦
ノ

義
→

、

亦
夕

弁

号
ナ

ゴ
一

諦
ハ

是
レ

教
門
サ

ル

。

ト
ヲ

也
。

　

彼
ハ

挙
け

テ

指
ヲ

為
協

渝
ト
。

（
大
正
四

五
・

九
〇

上
）

　

　
　
マ

マ

　

第

四
二

宗
国
北
多
宝
寺
ノ

広
州
大
亮
法
師

、

云
ク
、

二

諦
ト
ハ

者
蓋

シ

是
レ

言
教

ノ

之

　

通

詮
、

相
待

ノ

之

仮
称

夛
テ
、

非
鑼

ナ

リ
ト

窮

宗
ノ

之

実

因．
菰

也
。

（

新

卍

続

　

四

六
・

五
七

三

下
）

　
『

二

諦
義
』

『

四

論
玄
義
』

に

従
え
ば

、

大
亮
は
二

諦
を

約
理
で

は

な

く
、

言
教
で

あ
る

と

明
言

す
る

人

物

で

あ
る

。

ま
た

、

『

二

諦

義
』

に

よ

れ

ば
、

大
亮
の

約
教
二

諦
は

、

「

指

月
の

喩
」

に

よ

っ

て

説

明
さ

れ

る
と

こ

ろ

に

大
き
な

特
徴
が

あ
る

。

　

さ
ら

に
、

大
亮
の

約
教
二

諦
説
は

、

吉
蔵
『

大
乗
玄

論
』

の

本
文
に

も

影
響
を
与
え
て
い

る
。

　
　

　
　
　
　

　
　
　
（
窪

）

畜
蔵
『

大
乗
玄
論
』

巻
第
一

二

諦
者

蓋
是
言

教
之
通

詮、

相
待
之

仮
称

、

虚

寂

之

妙
実

、

窮

中

之

極

慧
均
『

醐

論
玄

義
』

巻

鰍
殉

第
四

宗
国
北
多
宝

寺
広
州

書
剛

云、

二

諦
者
蓋

是

言
教
之
通
詮、

相

二

九
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三

論
学

派
に

お

け
る

約
教
二

諦
説
の

創
唱

者
を
め

ぐ
る

問
題
（
村

　
上）

号
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

待
之
仮
称、

非
窮
宗
之

実
因
也

。

　
こ

れ

に
よ
っ

て

先
行
硬
究
で

は
、

僧
朗
よ

り

も

古
い

、

広
州
の

大
亮

こ

そ
が
約
教
二

諦
説
の

擺
唱
者
で

あ
り

、

僧
朗

、

僧
詮

、

法
朗

、

吉
蔵

と

次

第
す
る

、

伝
統
的
な

三

論
相
承
説
も
ま
た

、

再
考
す
る

必

要
が

あ

る

の

で

は

な
い

か

と

述
べ

る
。

　

し
か
し

、

一

方
で

は
、

吉
蔵
臼
身
も
多
用
す
る

「

指
月
の

喩
」

と
い

う
の

は
、

大
亮
か

ら
の

影
響
で

は

な
く

、

吉
蔵

が

熟
知
し

て

い

た

『

大

智
度

論
』

、

『

入
楞
伽

経
』

、

曇
影
「

中

論
序
」

の

文
を

依
用
し

た

も
の

　
　
（

11）

で

あ
り

、

上

掲
の

対
照
表
に

よ

る

本
文
一

致
に

つ

い

て

も
、

大
亮
の

二

諦
説
と

関
達
す
る

こ

と

は

間
違
い

な
い

が
、

こ

れ

ま

で

考
え
ら

れ

て

き

た

三

論
相
承
説
が
否
定
さ

れ

る

も
の

で

は

な
い

と

す
る

意
見
も
あ
る

。

　
こ

の

議
論
の

分
か

れ

§

は
、

次
に

挙
げ
る

『

大
乗
玄

論
』

巻
第
一

の

文
を

如
何
に

解
釈
す
る
の

か
、

と
い

う
点
に

あ

る

と

思

わ

れ

る
。

三

説
ハ

雖
博

復
ダ

不
唾

ア

同
シ

カ

ラ

、

或
、

言．

含
コ

智
解
→ 、

或
ハ

辞
裘
卯

ル

，

聖
教
”

、

同
シ

ク

以
コ

境
理
→

為
似

諦
ト
。

若
シ

｛

鉱

広
州

ノ

　
亮
法
師

啄

、

宀

．
ア

以

鷺ヨ
ロ

教
づ

為
鴎

諦
ト
。

　
マ
、

不
レ

同
蒋

．．
．

此
レ

等
ノ

諸
師
→

。

問
，

、

摂
嶺

ト

興
皇

ハ

何
ソ

以
3

書

教
づ

為
ロ

ヤ

諦
卜

耶
。

…

後
略
（

大
正
四

五
・
一

五

上
）

　

こ

れ

に

よ

る

と
、

智

蔵
（
四

五

八

ー
五

二

二
）

、

僧
旻
（
四

六

七

−

五

二

七
）

、

法
雲
（

四

六

七

ー
五

二

九
）

の

二

諦

説
は

、

い

ず
れ

も

対
象

と

し
て
の

真
理

を
諦
と

し
、

大

亮
は
二

諦
を
言
教
で

も
っ

て

理
解
し
た

と

す
る

。

　

こ

こ
で

重
要
な
の

は
、

吉
蔵
が
「

今
は

此

等
の

諸
師
と

戀
じ
か

ら

ず
」

三
〇

と
い

っ

て

い

る
こ

と

で

あ
る

。

こ

れ

に

は

二

通
り
の

解
釈
が
で

き
る

。

　

 
　
吉
蔵
は

、

約
理
二

諦
の

智
蔵

、

僧
旻

、

法
雲

や

約
教
二

諦
の

大

　
　
亮
を

含
め

て
、

「

此
等
の

諸
師
と

劉
じ
か
ら

ず
偏

と

い

っ

た
。

　

 
　
約
理
二

諦
を
説
く
梁
の

三

大
法
師
と

約
教
二

諦
を

主
張
し
た
大

　
　
亮
を

厳
密
に

区
別
し

て
、

大
亮
だ

け
は

「

此
等
の

諸
師
と

同
じ
か

　
　
ら

ず
」

と
い

っ

た
。

　
ど

ち
ら

が

正
し
い

の

か
を

断
定
す
る

こ

と

は

で

き

な
い

が
、

い

ず
れ

に

し

て

も
、

『

大
乗
玄

論
』

の

文
に
二

通

り
の

解
釈
が

可

能
で

あ
る

以

上
、

こ

れ

を
も
っ

て

大
亮
へ

の

評
価
を

議
論
す
る
こ

と

は

危
険
で

あ
る

。

四

　
吉
蔵
の

大

亮
批
判

　

懿
述
の

通

り
、

後
世
の

副

次
的

な

資
料
に

よ

れ

ば
、

中

国
仏

教
史

上
、

約
教
二

諦
説
を

明
言
し
た

の

は

大
亮
で

あ
る

。

こ

れ

に

異
論
が
出

さ

れ

る
こ

と
は

な
い

よ

う
に

思

う
。

　
し

か

し
、

こ

こ

で

注
意
し
た

い

の

は
、

歴

史
的
に

「

約
教
二

諦
」

を

唱
え
た

人

物
を
、

そ
の

ま
ま
三

論
学

派
に

お

け
る

約
教
二

諦
説
の

創
唱

者
と

認
め

て

も
よ
い

の

か
、

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

と

い

う
の

も
、

ど

う
し

て
、

『

大
乗
玄

論
』

に

お
い

て
、

吉

蔵
は

そ
の

後
の

二

諦
に

関
す

る

議
論
で

、

大

亮
の

名
を
一

度
も
出
さ

ず
、

僧
朗

、

僧
詮

、

法
朗
に

基

づ

い

て

論
を
展
開

す
る
の

で

あ
ろ

う
か

。

こ

の

疑
問
に

明
確
な
回
答
が

与
え
ら
れ

な
け

れ

ば
、

三

論
学
派
に

お

け
る

約
教
二

諦
説
の

創
唱
者
の

問
題
が
収
束
に

向
か

う
こ

と

は

な
い

。
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こ

れ

ま
で

全

く
指
摘
さ

れ
て

こ

な
か
っ

た

が
、

吉

蔵
は

、

大

亮
の

『

涅

槃
経
』

の

注
釈
に

対
し
て

批
判
的
で

あ
り

、

こ

れ
こ

そ

が

『

大

乗

玄
論
』

の

二

諦
説
で
一

度
し

か

そ

の

名
を

挙
げ
な
か
っ

た
要
因
の
→

つ

と

考
え

ら

れ

る
。

　

次
二

明
コ

涅
槃

ノ

義
弓

。

…

中
略
…

無
翻

ノ

四

師
ト

ハ

　
、

第
一

二

大
亮
師

、

明
畝

涅

　

槃
ノ

無
翻
サ

リ
ト

。

…

中
略
…

7

作一一
ク

五

難
→

。

難
シ．
ア

云
ク
、

＝
ハ

作
ユ

ニ

大
ヒ

ニ

　

非
サ

リ
ト

不
等

ノ

難
ア

リ
、

…

後
略
（
大
正
三

八
・

二

三
三

上

〜
中
）

　

こ

れ

を
見
て

も

明
ら
か

な
よ

う
に

、

吉
蔵
は

、

『

大
般
涅

槃
経
』

の

経

名
で

あ
る

「

涅

槃
」

が

翻

訳
で

き

る

の

か
（

有
翻）

、

翻
訳

で

き

な

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（

12
）

い

の

か
（

無
翻）

を

め

ぐ
っ

て
、

大
亮
な

ど

の

説
を
批

判
し

て
い

る
。

　

ま
た

、

『

涅

槃
経
』

の

「

本

有
今
無

偈
」

に

つ

い

て

も
、

吉
蔵
は

大

亮
を
批
判
す
る

。

広
州

ノ

大

亮
ノ

　
シ．
ア

云
ク、

言
訊

本
有
→

者、

本
ト

有
コ

煩
悩
一

今
無

ト
ハ

者
、

今

無
⊃

煩
悩
』

本
無

ト
ハ

者、

本
ト

無
⊃

般
若
諏

今
有

ト
ハ

者
、

今
有
コ

般

若
』

此
是

レ

ハ

上

半
ノ

意
ナ
リ

。

下
半

ノ

明
3

ハ

三

世
ノ

有
法

二

無
隣

ヲ

有
恐

ト

是
ノ

処
刃

者、

今
日
ノ

如

来
ハ

不
レ

為
罰

三

世
ノ

所
摂
→

。

不
レ

如
劼

上

半．〜
也
。

何
力

故
二

爾
ル

ヤ
。

今
日
ノ

如
来

ハ

常
住
ナ
ル

カ

故
二

非
コ

ト

三

世
ノ

摂
暢

。

…

中
略
…

今
束
齢

ル

ニ

此
ノ

四

偈
→

、

不
レ

出
了

二

意
9

。

一
ニ

ハ

者

約
訊

仏
ノ

ニ

智．〜
。

…

中
略
…

ー
ト
。

既
二

ー
　
豈

二

得
励

ヤ

作
電

ト
ヲ

三

世
→

。

難
シ一
ア

言
ク
、

仏
ハ

是
レ

無
常

ナ
ル

ヤ

耶
。

ニ
ニ

ハ

意
、

約
ユ

迷

悟
ノ

得
失．〜

。

…

中
略
…
此

レ

只
タ

是
レ

餐

…

中
略
…

故
二

非
コ

三

世
ノ

摂．〜
。

所
以

二

吉
蔵
（

上

半
下

半
と

も
に

常
〉

は
、

大

亮
（
智
蔵
の

見
解
を
含
む
）

の

『

涅

三

論
学
派
に

お

け
る

約
教
二

諦
説
の

創
唱

者
を

め
ぐ
る

問
題
（
村

上
）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
（
14
）

槃
経
』

「

本
有

今
無
偈
」

解

釈
（
上

半
を

無
常

、

下
半
を

常
）

に

批

判

的

で

あ
る
こ

と

が

分
か

る
。

　

そ
れ
ば
か

り
か
、

前
掲
の

文
の

波

線
部
「

非
三

世
非

無
三

世

の

常
」

と
「

不
有

不
無
非
今
非
本
の

常
」

は
、

そ
の

後
の

『

中
観
論
疏
』

や
『

大

乗
玄

論
』

の

中
で

次
の

よ

う
な
学
説
と

し
て

纏
め

上

げ
ら

れ

る
。

　

三
ニ

ハ

者
、

八

不
ノ

偈
ハ

即
チ

涅
槃

ノ

本
有
今
無

ノ

偈
ナ
リ
。

…

中
略
…

蓄

　

非
コ

無
三

世〜
。

　
．

名
ケ．
ア

為
凱

中
道
→

。

若
シ

得
ユ

ハ

此
ノ

悟
→

ヲ、

名
ケ一
ア

為
7

正

観
→

。

　

宣
コ

之
ヲ

於
言

旦
。

故
二

称
シ一
τ

為
隠

論
ト
。

ー
ナ

リ
。

（

大
正

　

四
二

・

三

〇

中）

　

フ
一

家
ノ

相
伝

テ

明
二

・

仏
性
義
→

、

非
協

有
二

非
協

無
二

非
協

　
二

非
協

シ．

ロ
ニ

、

亦
タ

　

謂

國
現．〜

モ

。

…

中
略
…

故
二

云
ク
、

至

順

竟
二

終
二

是
レ

無
　
無
始

ノ

義
ナ

リ

也
。

　
（
大
正

四
五
・

三

九
中
〜
四

〇

上）

　

吉
蔵
『

涅
槃
経
疏
』

の

「

非
三

世
非
無
三

世
の

常
」

が

『

中
観
論
疏
』

で

は

「

非
三

世
非

無
三

世
」

の

中

道
正

観
（

第
三

重
の

八

不
）

、

「

不
有

不
無
非
今
非
本
の

常
」

が

『

大
乗
玄

論
』

で

は
「

非
有
非
無
非
本
非
始
」

の

仏
性
と

し
て

扱
わ

れ

て

い

る
。

　

要
す
る

に
、

吉
蔵
は

、

大

亮
な

ど
の

前
代
仏
教

者
へ

の

批
判
を
契
機

と

し

て
、

三

論
教
学
の

「

本
有

今
無
偈
」

解
釈

、

八

不
義

、

仏
性
義
の

議
論
を

組
み

立
て

て

い

る

の

で

あ
る

。

五

　
ま
と
め

　

中

国
仏
教
史
上

、

二

諦
を

約
教
と

し

て

明
言
し

た

最
古
の

人

物
は

、

大
亮
で

あ
る

。

し

か

し
、

『

二

諦
義
』

に

お
い

て

も
、

『

大

乗
玄
論
』

に

＝

＝
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三

論
学
派
に
お

け
る

約
教
二

諦
説
の

創
唱

者
を
め

ぐ
る

問
題
（
村
　
上
）

お
い

て

も
、

吉
蔵
は

大
亮
を
伝
統
的
な
三

論

相
承
説
の

中
に

組
み

込
ん

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
　
　

　
　
ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

ヘ

　

へ

で

議
論
す
る

こ

と

は

な
い

。

よ
っ

て
、

三

論

学
派
に

お
い

て

は
、

約

教

二

諦

説
の

創
唱
者
を
大
亮
で

あ
る
と

は

認
め

て

い

な
い

。

　

そ

の

理

由
の
一

つ

と

し

て

は
、

吉
蔵
が

大
亮
の

『

涅
槃
経
』

解
釈
に

批

判
的
で

あ
っ

た
こ

と

が

考
え
ら

れ

る
。

な
ぜ

な

ら

ば
、

『

涅
槃

経
遊

意
』

や

『

涅
槃
経
疏
』

の

中
で

、

吉
蔵
は

「

涅
槃
の

有
翻
，

無
翻
」

や

「

本
有
今

無
偈
」

の

解

釈
を

め

ぐ
っ

て

大
亮
を

批

判
的

に

扱
っ

て

い

る

か

ら
で

あ
る

。

さ

ら

に
、

『

中
観

論
疏
』

や

『

大

乗
玄

論
』

で

は
、

大

亮
批
判
を
お
こ

な
っ

た

『

涅
槃
経
疏
』

の

教
説
に

基
づ

き

な

が

ら
、

三

論
教

学
と

し

て

の

「

八

不
義
」

「

仏
性
義
」

を

展
開
し

て

い

る

こ

と

も

明
ら
か

と

な
っ

た
。

　

し

た

が
っ

て
、

本
稿
は
、

三

論
学
派
に

お

け
る

約
教
二

諦
説
の

創
唱

者
を
め

ぐ
る

問
題
を

再
検
討
す
る

こ

と
に
よ

り
、

南
朝
時

代
の

教
理
が

隋
代

仏
教
に

お
い

て

批

判

さ

れ

る

具

体
的
な

実
例

を

大

亮
と

吉

蔵
の

『

涅
槃
経
』

解
釈
に

求
め

、

吉
蔵
の

八

不
義
や

仏

性
義
の
一

部
の

議
論

が
、

大
亮
を

反
駁
す
る

中
か

ら

構
築
さ

れ

た

も
の

で

あ
る

こ

と

を

指
摘

し
た

。

1
　
平
井
俊
榮
『

中

国
般
若
思

想
史
研
究

−
吉
蔵
と

三

論
学
派
　
　
』

（
春

　

秋
社

、

一

九

七

六
年
）

の

四

六
九
〜

四
七

〇

頁
。

2
　
佐
藤
哲
英
「

三

論
学
派
に

お

け
る

約
教
二

諦
説
の

系
譜
　
　
三

論
宗
の

　

相
承
論
に

関

す
る
疑

問

　
　
」

（

『

龍
谷
大
学
論
集
』

三

八

〇
、

一

九

六
六

　

年
、

一

〜
二

四

頁
）

。

三

二

3
　
布

施
浩
岳
『

涅
槃
宗
の

研
究
』

後
篇
（

国

書
刊

行
会

、

　一

九

七

三

年
）

　
の

二

三
二

〜
二

四
一

頁。

4
　
菅
野
博
史
「

『

大
般
涅
槃
経

集
解
』

の

基
礎
的
研

究
」

（
『

南
北

朝
・

隋

　

代
の

中

国
仏
教

思
想
研

究
』

所
収、

大
蔵
出
版

、

二

〇
一

二

年、

三

五
一

　

〜

四
二

八

頁）
。

5
　
大
正
三

八
・

二
一一．
二

二

L
〜

中
。

6
　
大
正
三

七
・

三

七
七

中
。

7
　
大
正
三

八
・
一

下
。

8
　
大
正
三

七
・

三

七

七

中
。

9
　
大

正
四
五
・
一

五

上
。

10
　
新

卍

続
四
亠

ハ

・

五

七
三

下
。

11
　
吉
蔵
全

著
作
中

、

『

大
智
度

論
』

な
ど

の

出
典
を

明
示
し

て

「

指
月
の

　

喩
」

が

語
ら

れ
る

こ

と
は
一

度
も
な
い

。

よ
っ

て
、

こ

の

見
解
に
関

し
て

　

は
、

再
検
討
す
る

必
要
が

あ
る

。

12
　
『

涅
槃
経
集
解
』

（

大
正
三

七
・

三

七

七
中）

。

『

大

乗
玄
論
』

巻
第
三

「

涅

　

槃
義
」

（

大
正
四

五
・

四

六
上

〜

中
）

も

併
せ

て

参
照
さ
れ

た
い

。

13
　
平
井
俊
榮
「

吉
蔵
著
『

大

般

涅
槃
経
疏
』

逸
文
の

研
究
（

下
と

（
『

南

　

都
仏
教
』

第
二

九

号
、

一

九

七
二

年
）

の

九
〇

〜

九
一

頁
。

14
　
吉
蔵
『

涅
槃
経
疏
』

に

紹
介
さ

れ
る

大
亮
釈
と

『

涅
槃
経
集
解
』

の

大

　

亮
釈
（
大
正
三

七
・

四
七
二

上
）

を
比

較
す
る

と
、

多
く
の

文
字
の

異
同

　

が

み

ら
れ
る

。

し

か

し、

上

半
の

「

本
有

今
無
　
本

無
今
有
」

は

無

常

　

を
、

下
半
の

「

三

世
有
法
　
無
有
是
処
」

は

常
を

表
す
と
い

う
大
意
は
一

　

致
し
て

い

る
。

〈

キ
ー
ワ

ー

ド
〉

　

三

論、

吉
蔵

、

大

亮
、

約
教
二

諦、

本
有
今
無
偈

　

（
龍
谷
大

学
非
常
勤
講

師
・

博
士

（

文
学
）

）
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